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９
月
７
日
㈭
に
、
農
業
委
員
等
25
名
参
加

の
も
と
、
山
形
県
南
陽
市
で
先
進
的
な
農
業

経
営
を
行
っ
て
い
る
㈱
黒
澤
フ
ァ
ー
ム
へ
の

視
察
研
修
と
東
北
・
北
海
道
農
業
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

㈱
黒
澤
フ
ァ
ー
ム
は
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
米
や

特
別
栽
培
米
を
地
域
の
農
業
者
や
、Ｊ
Ａ
と
連

携
し
て
生
産
か
ら
精
米
を
行
い
、
海
外
輸
出

や
料
亭
等
へ
販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
手
掛
け

て
お
り
ま
す
。
平
成
29
年
４
月
に
、
白
米
で

の
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
（※）

を
取
得
し
ま
し
た
。
代
表
取

締
役
の
黒
澤
信
彦
氏
か
ら
、
お
い
し
い
お
米

を
生
産
す
る
た
め
、「
米
の
品
種
選
定
へ
の
こ

だ
わ
り
」、「
有
機
肥
料
を
用
い
た
土
づ
く
り
」

や
「
出
穂
後
の
生
長
促
進
と
雑
菌
抑
制
の
た

め
の
蜂
蜜
と
海
藻
エ
キ
ス
の
散
布
な
ど
栽
培

方
法
の
工
夫
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。南

陽
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
東
北
・

北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、

高
知
大
学
の
緒
方
賢
一
教
授
か
ら
「
農
地
利

用
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
最
適
化
の
推
進
活
動
」

の
講
話
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

視
察
研
修
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
は
、

農
地
の
有
効
利
用
に
よ
る
農
業
の
活
性
化
や

担
い
手
育
成
を
進
め
る
上
で
、
今
後
の
農
業

委
員
会
活
動
に
大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

農
政
部
会
等
視
察
研
修
会
開
催
、東
北
・

北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

（※）

農
産
物
や
農
作
業
の
安
全
性
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
生
産
工
程
管
理
等
を
定
め
、

　
計
画
、
実
践
、
点
検
・
評
価
、
改
善
を
行
う
農
場
に
対
す
る
日
本
の
認
証
制
度
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６
月
20
日
㈫
か
ら
７
月
14
日
㈮
に
か

け
て
、
農
地
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
農

地
利
用
状
況
調
査
の
一
環
と
し
て
、
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

農
協
の
各
支
店
の
協
力
を
得
て
、
農

業
委
員
と
業
務
推
進
員
及
び
農
業
委
員

会
事
務
局
職
員
が
、
遊
休
農
地
の
利
用

状
況
や
違
反
転
用
が
さ
れ
て
い
な
い
か

な
ど
約
８
０
０
筆
に
つ
い
て
、
猛
暑
が

続
く
中
で
し
た
が
、
地
図
等
を
利
用
し

な
が
ら
一
筆
の
農
地
ご
と
に
注
意
深
く

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

宮
城
地
区
、
生
出
地
区
、
秋
保
地
区
、

根
白
石
地
区
の
中
山
間
地
域
に
は
、
既

に
農
地
と
し
て
復
元
が
困
難
と
見
込
ま

れ
る
農
地
が
多
数
あ
り
、
農
業
委
員
会

で
は
、
農
地
が
遊
休
化
し
な
い
よ
う
に

利
用
調
整
を
進
め
る
と
と
も
に
、
今
後

も
継
続
し
て
、
農
地
の
見
回
り
を
行
い

ま
す
。

今
回
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
耕
作

が
可
能
と
見
込
ま
れ
る
遊
休
農
地
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
の
方
に
利
用
意
向
調

査
を
行
う
ほ
か
、
農
地
台
帳
を
整
理
し
、

よ
り
適
正
な
農
地
利
用
に
向
け
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

８
月
１
日
㈫
か
ら
８
日
㈫
に
か
け
て
、

各
区
で
地
区
振
興
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
平
成
30
年
以
降

の
米
政
策
等
に
つ
い
て
」
。
農
業
委
員
、

業
務
推
進
員
、
認
定
農
業
者
及
び
Ｊ
Ａ

仙
台
職
員
の
参
加
の
も
と
、
東
北
農
政

局
か
ら
、
間
近
に
迫
っ
た
来
年
の
米
づ

く
り
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
米
政
策
や
地
域
農
業
の
振
興

に
関
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

米
を
作
付
け
し
た
場
合
の
直
接
支
払

交
付
金
が
、
平
成
30
年
産
米
か
ら
廃
止

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
等
か
ら
提
供
さ

れ
る
米
の
需
給
見
通
し
に
関
す
る
情
報

な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
段
階
に
お
い
て

の
作
付
け
計
画
検
討
の
必
要
性
や
、
未

整
備
地
で
の
単
収
確
保
の
難
し
さ
等
に

つ
い
て
熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
始
ま
る
「
収
入
保
険

制
度
」
の
質
疑
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
は
、
今
後
の

施
策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

小
型
特
殊
自
動
車
と
し
て
登
録
さ
れ

て
い
る
農
耕
車
で
も
、
①
長
さ
４
・
７

ｍ
、
幅
１
・
７
ｍ
、
高
さ
２
ｍ
（
キ
ャ

ビ
ン
、
安
全
フ
レ
ー
ム
の
場
合
は
２
・

８
ｍ
）
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
超
え
る
も

の
、
又
は
②
時
速
15
㎞
を
超
え
る
速
度

が
出
せ
る
も
の
を
公
道
で
運
転
す
る
場

合
、
大
型
特
殊
免
許
（
農
耕
車
に
限

る
）
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

定
め
て
い
る
道
路
運
送
車
両
法
と
、
自

動
車
の
運
転
免
許
に
つ
い
て
定
め
て
い

る
道
路
交
通
法
で
、
小
型
特
殊
自
動
車

の
区
分
が
異
な
る
た
め
で
す
。

農
作
業
に
必
要
な
免
許
を
取
得
し
た

う
え
で
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

市
内
全
域
で
夏
の

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た

第
１
回
地
区
振
興
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の

貸
し
付
け
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
高
齢
化
等
に
よ
り
、
農
作
業
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
ら
、
宮
城
県

農
地
中
間
管
理
機
構
（
農
地
の
貸

し
借
り
を
調
整
す
る
公
的
機
関
）

の
利
用
を
検
討
く
だ
さ
い
。

　
対
象
農
地
は
、
農
業
振
興
地
域

内
の
農
地
で
す
。

　
全
て
の
農
地
を
機
構
に
貸
し
付

け
た
場
合
、
固
定
資
産
税
が
２
分

の
１
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
込
み
方
法
や
手
続
き
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
事
務
課
農
地
係

電
話 

２
１
４―

４
３
４
０

高砂地区のパトロール

泉区地区振興委員会

コ
ン
バ
イ
ン
等
で
公
道
を
走
行

す
る
と
き
は
大
型
特
殊
免
許
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す



農
地
基
本
台
帳
調
査
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国
分
町
通
り

仙台市役所
■

仙台ビジネス
ホテル
■

日産レンタカー
　■

■
ロ

ー

ソ
ン

■七十七銀行
　二日町支店

■
青葉区役所
食堂

鹿島建設
東北支社■

宮城県庁
■

MS
ビル

農業委員会事務局
北
日
本
銀
行
■

JAビル
　　■

地
下
鉄

勾
当
台
公
園
駅

青葉区二日町6-12
MSビル二日町6F

駐
車
の
際
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
来
庁

者
用
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電 

話 

２
１
４
|
４
３
０
８

地
域
農
業
者
と
の
懇
談
会
の
一
環
と

し
て
、
７
月
６
日
㈭
に
、
Ｊ
Ａ
仙
台
女

性
部
高
砂
支
部
員
の
皆
様
と
の
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
に
、
農
業
委
員
会
か
ら
、
農
業

委
員
会
の
設
置
目
的
や
活
動
内
容
を
紹

介
し
た
後
、
農
業
者
年
金
や
家
族
経
営

協
定
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
ま

し
た
。

次
に
、
若
林
区
七
郷
地
区
で
、
少
量

多
品
種
の
野
菜
作
り
を
し
て
い
る
、
高

山
真
里
子
氏
か
ら
「
農
業
女
子
の
仲
間

づ
く
り
と
私
の
夢
」
と
い
う
演
題
で
、

ア
グ
リ
ヒ
ロ
イ
ン
育
成
講
座
（※）

を
通
じ

て
の
仲
間
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
談
で
は
、
参
加
者
の

方
々
か
ら
、
「
認
定
農
業
者
に
な
る
に

は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
」、「
若

い
女
性
農
業
者
の
勉
強
や
仲
間
づ
く
り

に
必
要
な
、
講
座
等
の
研
修
会
を
開
催

し
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
、
質
問
や
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
女
性
農
業
者

の
皆
様
、
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（※）

意
欲
あ
る
次
世
代
の
女
性
農
業
者
を

掘
り
起
し
、
相
互
の
情
報
交
換
や
身

近
な
事
例
の
紹
介
・
現
地
視
察
等
を

行
う
事
に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
目
的
と
す
る
仙
台
市
農
林
部
で

実
施
し
て
い
る
講
座

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
に
従
事
さ

れ
て
い
る
方
や
農
地
の
状
況
な
ど
を
把

握
す
る
た
め
、
毎
年
10
月
に
、
10
ａ
以

上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
仙
台
市
内

の
世
帯
に
、
農
地
基
本
台
帳
を
お
送
り

し
、
台
帳
の
確
認
と
補
正
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
住
所
や
農
地
所
在
地
等
に
変

更
が
あ
る
場
合
な
ど
、
農
地
基
本
台
帳

の
修
正
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
事
務
課
振
興
係

電
話 

２
１
４―

４
３
５
３

平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締

結
し
た
賃
借
料
水
準
の
平
均
額
（
10
ａ

当
た
り
）
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
「
農
地
賃
借
料
情
報
」
は
農
地

法
第
52
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
賃
借
等

の
動
向
を
示
す
た
め
作
成
し
た
も
の
で

す
の
で
、
目
安
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。実

際
に
農
地
貸
借
を
す
る
場
合
の
賃

借
料
に
つ
い
て
は
、
対
象
農
地
の
状
況

等
を
考
慮
し
て
、
お
互
い
の
協
議
の
う

え
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

女
性
農
業
者
と
の
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

平
成
28
年
農
地
賃
借
料
情
報

女性農業者との懇談会

※中山間地域：青葉区（宮城総合支所管内、茂庭、郷六、折立）
　　　　　　　太白区（生出、茂庭、坪沼、秋保）
　　　　　　　泉　区（実沢、小角、西田中、根白石、福岡、朴沢）
※農用地区域：農業振興地域の整備に関する法律に定める
　　　　　　　農用地区域

地域及び区分 農用地区域 左記以外

宮城野区

若 林 区

太 白 区

泉   　区

青 葉 区

太 白 区

泉   　区

１２,１００

１２,０００

９,８００

７,７００

７,７００

１１,８００

平坦地

中山間
地域

１２,０００

１２,０００

１２,０００

６,２００

７,８００

１１,６００仙台市平均

１． 田

地域及び区分 農用地区域 左記以外

仙台市平均 １１,１００ １1,２００

２． 畑

（単位：円）

（単位：円）



農
地
の
売
買
、貸
借
、転
用
、

相
続
な
ど
は
許
可
や
届
出
が

必
要
で
す

農
業
経
営
改
善
研
修
会
の
開
催

に
つ
い
て

今
後
の
研
修
開
催
予
定
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農
地
（
田
、
畑
等
）
は
大
切
な
食
料

生
産
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
地
の

売
買
、
貸
借
、
転
用
等
は
、
農
地
法
の

規
定
に
よ
り
規
制
さ
れ
て
お
り
、
売
買

等
に
は
許
可
又
は
届
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

●
農
地
の
売
買
、
貸
し
借
り
な
ど
の
権

利
移
動　

農
地
の
所
有
権
移
動
や
貸
借
権
を

設
定
す
る
場
合
に
は
農
地
法
第
３
条

の
許
可
が
必
要
で
す
。

相
続
で
農
地
を
取
得
さ
れ
た
方
も

届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
農
地
を
農
地
以
外
に
使
用
す
る
場
合

(

農
地
の
転
用)

農
地
を
転
用
し
て
他
の
用
途
に
利

用
す
る
場
合
は
農
地
法
第
４
条
又
は

第
５
条
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

市
街
化
区
域
内
農
地
に
つ
い
て
も
、

届
出
が
必
要
で
す
。

●
農
地
改
良
工
事(

高
さ
を
変
え
た
り
、

畦
畔
除
去
を
行
う
場
合)

水
は
け
が
悪
い
た
め
盛
土
し
た
い
、

水
田
を
畑
に
転
換
し
て
利
用
し
た
い

等
、
農
地
転
用
を
目
的
と
し
な
い
農

地
の
形
質
を
変
更
す
る
工
事
等
を
行

う
場
合
に
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要

で
す
。

そ
の
他
の
申
請
及
び
届
出
に
つ
い
て

は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

様
式
は
、
仙
台
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「
仙
台
市
農
業
委
員
会
」
申
請
書
及
び

届
出
書
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

h
ttp
://w
w
w
.city
.sen
d
a
i.jp
/n
o
c

h
ik
e/jig
y
o
sh
a
/k
eza
i/n
o
rin
/n
o
g

y
o
/sen
d
aish
i/d
o
w
n
lo
ad
.h
tm
l

事
務
課
農
地
係
　

電
話
　
２
１
４―

４
３
４
０

農
業
経
営
の
改
善
を
支
援
す
る
た
め
、

Ｊ
Ａ
仙
台
と
共
催
で
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
　
時

　
平
成
29
年
11
月
２
日
㈭

　
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

■ 

会
　
場

　
仙
台
市
役
所
８
階
ホ
ー
ル

　
（
青
葉
区
国
分
町
３
丁
目
７―

１
）

■ 

対
象
者

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
農
業
者

■ 

内
　
容

　
演
題

　「
私
た
ち
は
、
真
心
と
お
い
し
さ
、

　
安
心
を
お
届
け
し
ま
す
」

　
と
題
し
て
法
人
立
ち
上
げ
の
経
緯
や

　
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
講

　
演
・
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。

　
講
師
　
　

　
宮
城
県
農
業
法
人
協
会
会
長

　
（有）
大
郷
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

（
大
郷
町
）

　
代
表
取
締
役
社
長 

郷
右
近 

秀
俊 

氏

■ 

申
込
等

10
月
24
日
㈫
ま
で
に
、
Ｊ
Ａ
仙
台
中

央
営
農
セ
ン
タ
ー
又
は
西
部
営
農
セ

ン
タ
ー
に
配
置
し
て
い
る
参
加
申
込

書
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
事
務
課
振
興
係

電
　
話 

２
１
４―

４
３
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
１
５―

５
８
０
３

■ 
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー

　
日
時
　
平
成
30
年
１
月
31
日
㈬
　

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
会
場
　
Ｊ
Ａ
仙
台
高
砂
支
店
　

内
容
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

佐
々
木
均
会
長
が
、
７
月
３
日
㈪
に

開
催
さ
れ
た
「
仙
台
市
市
政
施
行
１
２

８
周
年
記
念
式
典
」
に
お
い
て
、
本
市

の
産
業
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
仙
台
市
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

【
佐
々
木
会
長
よ
り
一
言
】

今
回
、
仙
台
市
の
産
業
経
済
へ
の
功

労
で
表
彰
を
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
、

光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
農
業
者
の
皆
様

を
始
め
と
し
た
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
表
彰
を
心
の
糧
と
し

て
、
表
彰
の
栄
誉
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
農

業
委
員
会
の
職
責
は
も
と
よ
り
、
農
業

の
復
興
や
地
域
経
済
の
振
興
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
な
ど
、
今
ま
で
以

上
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
謹
ん
で
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
政
功
労
者
表
彰



農業者年金の
　　　  税制優遇（　　　）

経営や家計の
状況により、保険料を
上げたり下げたりできるんです！

保険料が全額 社会保険料控除の対象なんです！

⑸ 仙台市農業委員会だより 第７３号

60歳未満の国民年金第１号被保険者(国民年金保険料納付免除者を除く)であり、年間60
日以上農業に従事している方(農業経営者・配偶者・後継者や家族農業従事者など)は、誰
でも加入できます。

Ⅰ. 農業に従事されている方は、誰でも加入できます。

自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料（月額２万円～６万７千円の間で千円
単位）を自由に決められ、経営の状況や老後設計に応じて見直しもできます。

Ⅱ. 保険料は自分で選べます。

原則65歳から生涯受け取れます。仮に80歳前に死亡した場合でも、80歳までに受け取
れるはずの額を、生計同一のご遺族に死亡一時金として支給されます。

Ⅳ. 終身年金です。80歳までにお亡くなりになった場合、死亡一時金
　  があります。

● 支払った保険料は、全額が保険料控除の対象となり、所得税・住民税が節税になります。
　（支払った保険料の15％～30％程度が節税）
● 将来受け取る農業者年金には、公的年金等控除が適用されます。
　（65歳以上の方は公的年金等の合計額が120万円までの場合は、全額控除できます。）

Ⅲ. 税制面で大きな優遇措置があります。

平成28年度
７名
（６名）

平成27年度
14名

（11名）

平成26年度
４名
（２名）

平成25年度
９名
（５名）

新規加入者数
（うち39歳未満）

Ⅵ. 仙台市内農業者の新規加入者実績

≪農業者年金のご相談・問い合わせ先≫
お近くにお住まいの農業委員、又は事務局職員まで、気軽にご相談・問い合わせください。
事務課振興係　電話 022－214－4353

－　　　　　　　　　 －農 業 者 年 金 の 特 徴

経営者と生計を一つにする配偶者や後継者3人分の保険料を支払った場合は、その合計額
（最高保険料月額６万７千円の場合は３人分で241万２千円）が経営者の所得から
控除できます。

積 立 方 式
確定拠出型

知ら
ない
と

  損！

ご
存じ

ですか？

運用利回り2.5%の場合 運用利回り３%の場合
男性 女性 男性 女性

加入年齢 納付期間

50万円

30万円

13万円

42万円

25万円

11万円

54万円

31万円

14万円

45万円

26万円

12万円

30歳

40歳

50歳

30年

20年

10年

Ⅴ. 積立方式・確定拠出型で少子高齢時代でも安心
加入者の積立てた保険料と運用益を合わせた額（年金給付原資）により年金額が決まる
制度です。

～農業者年金の支給額（年額）の試算～ （保険料月額2万円で試算）



編
　
集
　
後
　
記

私
の
家
で
は
現
在
、
水
田
３
ha
、
畑

１
ha
を
父
・
母
・
私
（
37
才
）
で
営
農

し
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
農
業
を
営
む
家

で
し
た
が
、
私
は
農
業
と
は
全
く
違
っ

た
環
境
に
就
職
。
震
災
後
に
帰
仙
し
就

農
し
ま
し
た
。

元
々
専
業
で
営
農
し
て
い
た
祖
父
は

私
が
就
農
し
て
す
ぐ
に
他
界
。
そ
の
為
、

全
く
無
知
未
経
験
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
地
域
の
先
輩
方
や
七
郷
青
年

部
の
先
輩
方
の
ご
指
導
の
も
と
、
ス
ー

パ
ー
、
近
隣
保
育
園
、
飲
食
店
へ
の
出

荷
な
ど
、
沢
山
の
方
々
の
お
陰
で
日
々

有
意
義
な
営
農
が
出
来
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
の
家
で
は
畑
に
隣
接
し
た

直
売
所
を
設
け
、
そ
の
時
期
旬
の
野
菜

を
中
心
に
ほ
ぼ
毎
日
朝
採
り
販
売
を
し

て
い
ま
す
。

南
小
泉
の
住
宅
地
と
い
う
立
地
を
十

分
に
活
か
し
た
超
・
地
域
密
着
型
の
営

農
に
は
以
前
か
ら
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
需
要
と
供
給
（
作
付
計
画
）
の
バ

ラ
ン
ス
な
ど
、
野
菜
を
育
て
る
技
術
も

未
だ
効
率
が
悪
く
、
『
日
々
安
定
し
た

供
給
・
出
荷
』
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
七
郷
地
区
で
は
市
街
化
・
都
市

化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
環
境
の
変
化

の
中
で
し
っ
か
り
状
況
を
把
握
し
、

日
々
の
経
験
を
糧
と
し
て
地
域
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
担
当
：
大
泉
権
吾
委
員
）

実
り
の
秋
、
今
年
は
台
風
や
７
月
〜

８
月
の
長
雨
に
よ
る
日
照
不
足
と
低
温

で
稲
の
生
育
が
遅
れ
、
米
の
品
質
低
下

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の

収
穫
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
47
年
も
続
い
た
生
産
調
整
が

転
機
を
迎
え
、
所
得
向
上
に
向
け
適
切

な
対
応
を
し
た
い
も
の
で
す
。

（
編
集
副
委
員
長
　
梅
田
元
雄
委
員
）

が
ん
ば
っ
て
ま
す

若
林
区
南
小
泉

伊
藤
　
健
司 

さ
ん

⑹仙台市農業委員会だより第７３号

［再生紙使用］

泉
区
福
岡
に
お
住
ま
い
の

　  

に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

と
き  

た

み

ほ

鴇
田
　
美
穂 

さ
ん

あ
な
た
の
出
番
で
す

Ｑ
　
農
業
に
従
事
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ
　
自
然
栽
培
（
無
農
薬
・
無
化
学
肥

料
）
の
お
米
を
育
て
る
こ
と
と
、
医

食
同
源
の
食
を
実
践
し
て
伝
え
る
活

動
が
し
た
い
と
考
え
、
五
年
前
に

「
泉
ヶ
岳
ふ
も
と
す
ず
め
農
園
」
を

開
園
し
ま
し
た
。
代
々
受
け
継
が
れ

た
実
家
の
水
田
１
ha
に
サ
サ
ニ
シ
キ

と
サ
サ
シ
グ
レ
を
育
て
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
農
作
業
は
ど
う
で
す
か
？

Ａ
　
は
じ
め
は
、
農
業
機
械
に
「
怖
い
、

難
し
い
」
と
い
う
印
象
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
父
に
少
し
ず
つ
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
今
で
は
ト
ラ
ク

タ
ー
・
田
植
機
・
コ
ン
バ
イ
ン
を
一

人
で
操
作
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
自
然
栽
培
で
は
、
田
起
こ
し
や

代
か
き
の
仕
方
と
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

稲
の
生
長
や
雑
草
の
様
子
が
変
わ
っ

て
く
る
の
で
、
毎
年
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
機
械
の
感
覚
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
　
水
田
の
草
取
り
は
一
番
大
変
で
す

が
、
田
ん
ぼ
に
入
る
度
に
稲
の
生
長

が
見
ら
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

Ｑ
　
あ
な
た
の
楽
し
み
は
？

Ａ
　
種
ま
き
・
田
植
え
・
稲
刈
り
な
ど

の
農
作
業
体
験
や
、
田
の
生
き
物
の

観
察
会
で
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
。
ま
た
、
自
然
食
の
講
演

や
麹
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
そ
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
一
生
懸
命
育
て
た
お
米
を
「
美

味
し
い
！
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
。

Ｑ
　
こ
れ
か
ら
の
夢
は
？

Ａ
　
お
米
が
大
好
き
な
の
で
、
麹
、
甘

酒
、
お
む
す
び
の
お
店
を
い
つ
か

や
っ
て
み
た
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
地

元
の
泉
ヶ
岳
は
自
然
が
豊
か
で
魅
力

的
な
の
で
、
そ
の
自
然
と
共
生
す
る

よ
う
な
昔
な
が
ら
の
里
山
の
暮
ら
し

を
創
っ
て
楽
し
ん
で
い
け
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　
　  

　 

（
聞
き
手
：
梅
田
元
雄
委
員

加
藤
英
夫
委
員
）


